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安保法制違憲訴訟　国家国家賠償請求
平成 28年（ワ）第 13525 号、同第 39438 号、平成 29年（ワ）第 27132 号

第６回口頭弁論　報告集会　プログラム　

衆議院第一議員会館　大会議室
2018 年 1月 26日（金）１８：００～２０：００

１　あいさつ  代理人弁護士 寺　井　一　弘

２　第６回口頭弁論の報告　

 尋問された原告から 

１　原告　横湯　園子（戦争被害他） 

２　原告　清水　民男（障害ある子を持つ親） 

３　原告　平原　ヨシ子（原爆被害） 

４　原告　新倉　裕史（基地周辺住民） 

５　原告　渡辺　敦雄（元原発技師） 

６　原告　菱山　南帆子（若者～障害者施設職員） 

７　原告　安海　和宣（東南アジアで布教） 

３　各地の弁護団から参加した弁護士の感想など

＜経過＞
１２：３０ 裁判所前 広報
１３：３０ １０３号法廷 開廷
 原告本人尋問
１７：００ 記者会見
１８：００～２０：００ 報告集会

※次回　安保法制違憲訴訟の期日は、
差止めの裁判　２月５日 ( 月 )1 ０：３0【103 号法廷】です。
アピール活動を９：３０から地裁前で行いますので、ご参集ください。
国賠訴訟裁判　５月１１日 ( 木 )1 ３：３0【103 号法廷】です。
アピール活動を１２：３０から地裁前で行いますので、ご参集ください。
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１　原告　横湯　園子（戦争被害他）

（１）証すべき事実　　　　　　　　
原告は、教育臨床心理学、心理臨床の専門家で
あり、いじめ被害者やＤＶ被害者の救済の活動を
していること。
原告は、空襲経験時の肉片や焼死体の映像を鮮
明に覚えており、現在でも、頭付きの焼き魚を見
ると焼死体を思い出し、食することができない。
レアなステーキを見ただけでも気分が悪くなる。
東日本大震災（３・１１）後に東北を訪問した際
にも、戦時中グラマン機で追い回され狙撃された
ことや、爆撃後に母親を捜す少年の姿がフラッシュ
バックしたこと。
原告の心の深奥で警鐘が鳴り出したのは特定秘
密保護法が制定された頃で全国的な行動を起こし
たこと。その後集団的自衛権の閣議決定がされ、
危惧は現実となったこと。
また、原告には、子どもや青年の間での神経症、
トラコーマ、結核の増大から、戦争の兆候を見て
取っていること。
安保法制により日本国が再び戦争へ向かっていく
ために、原告を含む原告らはその心の傷を掻き毟
られ抉られて多大な精神的苦痛を受けていること。
（２）尋問事項
１原告の経歴
２教育臨床心理学とはどのような学問であるか。
 心理臨床家の専門家としてどのような活動を行って
いるか。

3 静岡県沼津市の空襲を経験したか。
4 沼津空襲について記憶にあることはどのようなこと
か。

5 東北大震災３・１１後の東北訪問したことはあるか。
6 東北訪問でどのようなことを経験したか。
7 安保法制法の制定について、教育臨床心理学、心理
臨床家として、どのように受け止めているか。

8 安保法制成立の直前からの政権の動きによる女性の
権利侵害を感じ女性の行動レッドアクション「女の
平和」を企画し国会を包囲し、その動きが全国的な
女性の行動に波及していったことについて。

9 関連事項

２　原告　清水　民男（障害の息子の親）　

（１）証すべき事実　　　　　　　　
原告の長男は生まれつきの内部障害があり、出
生直後それが分かると苦悩したが、幼少時に友だ
ちからいじめに遭うのをかばいながら大切に育て

てきたこと。長男の障害は、心臓の疾患で３００
ｍほど歩くと息が苦しくなり休んではまた歩くこ
とになるような症状であること。
しかし内部障害であるため、怠けている甘えて
いると見られることが多く辛い思いをしてきた。
安保法制により戦争にかり出されたり、作業に
就かされることがあれば障害と見えず、無理を強
いられるのではないか不安であること。
茨城に住むのでテロで原発に事故が起きれば逃
げることは難しく、息子は家族に「置いて逃げて
ほしい」と考えていることを原告は知らされたこ
となど、安保法制により社会が変わる中、障害を
持つ子を持つ父の苦しみについて。
（２）尋問事項
1 原告の育った環境（母親の戦争被害の体験、父親の
社会への思いと活動）について

2 原告のこれまでの生き方と退職後の挑戦について
3 原告の息子さんは障害をもっているが、どのような
障害か

4 障害を持つ息子さんのこれまでの生活と今の生活状況
5 障害を持つ息子さんに対する思いについて
6 息子さんも原告であるが、息子さんがこの安保法制
についての被害を語っているその思いを聞いて

7 新安保法制法の制定により、原告自身はどのような
不安、苦痛をうけているのか

8 原告が、本件訴訟の原告になることを決意した理由
について

9 その他、本件に関連する一切の事情について　

３　原告　平原　ヨシ子（原爆被害）

（１）証すべき事実　　　　　　　　
長崎の原爆被害を１７才で体験した原告は、爆心
から３．６㎞のところで建物に逃れ助かったが、街
は地獄絵図のような状態になった。被爆者は髪が抜
けおちたり、黄色い寒天のようなものを吐いたりし
ていた。手の皮がむけて垂れていた姿はちょうどト
マトの皮を湯剥きした時のようでその姿は忘れら
れず、原告は今でもトマトの湯剥きができない。被
爆体験とその被害の甚大さ、遭遇したことによるト
ラウマが消えることのないことについて。
戦争中は一人でも多くの敵を殺せといわれ、原
告がその製造を手伝った魚雷が敵艦に命中すると
お祝いした。洗脳されていた。敵にも家族がある
ということが分からないような状態になっていた。
当時の洗脳状況と安保法制による戦争への接近を
感じる恐怖について。
安保法制法の成立により、人の心を歪め、人を
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傷つけ、生涯いえることのない心の傷を残す戦争に
接近していることを感じ、被害体験も蘇り苦しんで
いる。
（２）尋問事項
1 原告の生い立ちと経歴
2 アジア太平洋戦争における原告及び家族の体験
3 １９４５年８月９日の長崎での被爆体験
4 被爆体験によるトラウマ
5 日本国憲法制定が原告に与えた意味
6 その後の平和憲法に支えられた原告の生活と活動
7 新安保法制法制定による原告の被害内容
8 違憲訴訟を決意させた理由
9 その他本件に関する事項

４　原告　新倉　裕史（基地周辺住民）　

（１）証すべき事実　
横須賀基地問題とのかかわりについて。
横須賀基地の概要～米海軍の構成、任務等。空母、
艦船とその活動の特徴などについて。
横須賀基地における海上自衛隊について。
安保法制と新ガイドラインによる、米海軍と海上
自衛隊の役割、機能、相互関係の変化について。
横須賀を母港とする原子力空母その他の原子力艦
船の危険性について。
安保法制の成立・適用によって、増大した危険性
について。 
（２）尋問事項
1 地位・経歴等と横須賀基地問題とのかかわり。
2 横須賀基地の概要。
3 横須賀基地における米海軍の構成、任務等。空母をは
じめとする艦船とその活動の特徴など（ベトナム戦
争、湾岸戦争、イラク戦争、アフガニスタン戦争のと
き等）。

4 横須賀基地における海上自衛隊の構成、任務、その活
動の特徴等。

5 安保法制と新ガイドラインによって、米海軍と海上自
衛隊の役割、機能、相互関係はどのように変化しつつ
あるか。

6 ２０１７年５月に実施された横須賀基地から出港し
た自衛隊護衛艦「いずも」による米軍艦船の武器等防
護は、横須賀市民にどう受け止められたか。

7 横須賀を母港とする原子力空母その他の原子力艦船
の危険性。原子力災害の現実性、想定される被害と市
民の不安。

8 基地の街に暮らす原告ら市民にとって、基地が戦争や
テロの攻撃対象となる危険、脅威はいかなるものか。
例えば９・１１のとき、米軍はどう動いたか。

9 安保法制の成立・適用によって、基地の街に住むこと
の危険性は増大したか。

10 原告が４５年間、反基地・平和運動を続けてきた
のはなぜか。その原告にとって安保法制の制定はど
のような意味をもったか。

11その他関連事項。

５　原告　渡辺　敦雄（元原発技師）　

（１）証すべき事実　　　　　　　　
原告は、福島第一原子力発電所などをはじめと
して、約 20年間原発の基本設計を担当したこと。
原子力発電所の危機管理は脆弱であること。
歴史的には原子力発電所は、これまでも空爆に
遭ってきたし、９・１１の際、ニューヨーク州の
原発もテロリストの攻撃対象のひとつだったこと。
原発は空からの攻撃だけでなく、近傍送電線や
使用済み核燃料を保管する燃料プールも狙われや
すいこと。しかし、日本の原発はテロ対策は何も
していないといっても過言ではないこと。
原発の被害は長年月に影響を残すこと。
安保法制により、原子力施設が空爆される恐れ
が高まり、原発破壊による放射能拡散の危険が極
めてたかくなったこと。
（２）尋問事項
1 原告の経歴、特に原子力工学に関する知識経験につ
いて。

2 原子力施設の構造について。
3 原子力施設の設計の際、ミサイル攻撃やテロ攻撃に
対する対策は取られているか。取られているとすれ
ばどのような対策がなされているのか。

4 原子力施設をミサイル攻撃やテロ攻撃から防ぐこと
は可能なのか。

5 原子力施設に対するミサイル攻撃やテロ攻撃等の実
例について。

6 日本の原子力施設にミサイル攻撃やテロ攻撃が行わ
れた場合、どのような事態が想定されるか。

7 新安保法制法の制定の前後で、原子力施設に対する
攻撃の可能性が高まっていると考えるか。また、そ
う考える根拠について。

8 新安保法制法の制定により、原告自身が受けている
不安、苦痛の内容について。

9 原告が、本件訴訟の原告になることを決意した理由
について。

10その他、本件に関連する一切の事情について。
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６　原告　菱山　南帆子（若者～障害者施設職員）

（１）証すべき事実　　　　　　　　
２０代後半の原告が、「貧困」、「差別」、「戦争」が人々
の間に憎しみを生むことを学んできたこと。
皆同じように幸せに暮らしたいと願い、原告が
社会に訴え、行動してきた事実について。
安保法制の成立については、多くの人と一緒に
なり、またそれを代弁して市井の人々の声を政治
に届けようと行動していることについて。 
主権者として原告や、他の市民の声が無視され
て安保法制法が制定されたことが、憲法で保障さ
れた権利の侵害だと強く感じていることについて。
特に、憲法を変えることができるのは自分たち
主権者だけだと考えているにもかかわらず、政府
が勝手に憲法の規範内容を変更してしまったこと
への怒りと失望、苦しさについて。
先輩の大人たちがやっている政治が自分たちの
声を聞き入れない憲法違反のものであることに対
する怒りと悲しさについて。
それでもあきらめずに闘おうとする原告の思い
について。
（２）尋問事項
1 １９８９年４月に生まれた原告の生い立ち
2 原告の発想の原点となった戦争のことや戦争で肉親
が亡くなる悲惨さをどのようにして学んだか

3 小学校時代、担任の差別発言に抗議したこと、その
ことは間違っていないと指導してくれた教師に出
会ったこと等、小・中学生の頃に学び身につけた価
値について

4 読書をして学びながら、集会参加などの実践を重ね
「社会はすべて自分の生活に繋がっていることを自
覚し、私自身がはじめて世界にリンクできた」と感
じた小学校６年生の頃のことなど

5 たとえば、現在の職場である障害者施設で、人手が
足らずおしめ交換が間に合わず、お漏らしをするこ
とでベッドのスプリングが錆び、障害者がでこぼこ
のベッドに寝させられる福祉の貧しさ等の現実に直
面し、憲法が保障する権利の重要性を認識したこと
で感じる社会の矛盾への憤り

6 憎しみの連鎖をたちきるために「貧困」、「差別」、「戦
争」の三つの原因をなくすことが必要だと考える原
告が、主権者であるのにその声を無視して成立させ
られた戦争法＝安保法制に対して思うこと

7 憲法改正しなければできないと考えていたことを主
権者たる自分の意思を無視して強行されたことで、
どれほどの苦痛を受けたか。

8 原告が、本件訴訟の原告になることを決意した理由
について

9 その他、本件に関連する一切の事情について

７　原告　安海　和宣（東南アジアで布教）

（１）証すべき事実　　　　　　　　
子ども時代、日本がかつて侵略したインドネシ
アで暮らし村人や友だちから排除されたが、布教
をする父は「かつて、日本軍は刀を持ってこの地
にやってきた。しかし今、私は平和の福音を携え
てこの地に戻ってきました」と語りかけ、現地の
人々に受け入れられていったこと。
９．１１の時アメリカに留学していた原告は、ア
メリカが愛国心を喚起し戦争に突入していった状
況を目の当たりにしたこと。
安保法制法が成立し、日本が海外、とりわけア
ジアの国からの信頼を失うことが不安であり辛く
恐ろしいこと。
日本が９．１１以降のアメリカに似てきているこ
とを感じること等。　　　
（２）尋問事項
1 プロテスタント教会の牧師となった動機
 宣教師であったお父さんから受けた影響
2 インドネシアで１５歳まで生活して、何を学んだか。
 日本人いうことで差別されたことがあるか、その理
由とそれが解消された理由

3 アメリカへは何歳の時に、何の目的で行ったのか
4 アメリカでは何を学び、どんな経験をしたか
5 日本での牧師としての活動　
6 日本国憲法の理解、特に９条と２０条について
7 キリスト者にとっての平和の価値、安全保障について
 「平和つくり人でありなさい」という教えの実践に
ついて

8 新安保法制法の本質をどう理解しているか
9 新安保法制法の制定によって、どのような危惧と精
神的苦痛を感じているか心に本当の平和がないと、
真の意味での平和づくりはできないという信念につ
いて

10キリスト教牧師としての使命をどう考えているか　

安保法制違憲訴訟の会
http://anpoiken.jp


